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多様な言語文化背景の子どもの
教育課題

地域の歴史、
多文化化状況

移民政策、言語政策、
教育政策、

地域との関わり、
学校外の活動

学習状況、適応、
異文化理解、母文
化・母言語の価値

学校・教師文化、教育
課程、教育体制、教育
方法

社会参画、
地域の支援活動

外国人住民関連の制度、
福祉関連制度、教育制度

教育観、言語
観

グローバル化、日本の政治
的経済的状況、国際関係

少数派集団
の影響力

言語獲得 認知発達、
学力、アイデンティ
ティ

親との関係、家
族内の位置、世
代間の文化差
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ミクローマクロ（言語習得に焦点を当てた場合）

言語習得状況（母語･日本語）

家庭の言語環境・言語との接触・運用状況
（家庭・学校・コミュニティ）

学校の多文化言語化状況／教育支援の体制／教育内
容・方法／周囲の異文化理解

地域の教育体制・外国人児童生徒教育体制／ 支援ネット
ワーク状況／少数派言語コミュニティ有無

言語政策・教育制度／言語能力観・文化観・人権意識／
少数派言語・文化の社会的価値

ミクロ

マクロ
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教員に求められる資質能力
(中教審2015）
教員としての不易の資質
• 使命感，責任感
• 教科や教職に関する高度な専門的知識
• 実践的指導力
• 総合的な人間力，コミュニケーション能力

これから求められる資質

• 「学び続ける教員」
• 新たな教育課題に対応できる力量 カリキュラムマネジ
メント

• 「チーム学校」の一員として協働的に課題に取り組む力



多文化教員養成モデル
（齋藤ほか2011）

社会的実践力

教師として

成長する力

教育実践力

• 「理念」の形成とそれ
に基づく意思決定

• 社会・地域の教育コ
ミュニティのデザイン

• 自己の成長
• 環境づくり
（異領域との協働）

• 現場力

• 共感的批判的理解

• 知識・技能

人
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多様な言語文化背景の子どもに必要
な学力

佐藤郡衛2009より
学習能力
学習可能性

学校の知識の
習得（狭義学力）

意欲・関心
自己学習力

社会的能力
関係構築力
市民性

将来志向 現在志向

表出的

道具的

ことば
の力

思考力
観察力
論理力



多様な言語文化背景の子ども
の成長

国家及び社会の
形成者として必
要とされる基本
的な資質を養う

知識や言
語能力の
「欠損」
を補償

各個人の有する能力を伸ばしつつ
社会において自立的に生きる基礎を培う

グローバル市民
の新たなモデル

Cf.グローバル人材

公教育の
ミッション
「子どもを
一人として
見捨てない」

教育基本法

複合的
アイデンティティ



多様な言語文化背景の子ども
の成長を支えるために…
•異なる国・地域，家庭と学校での学びを接合す
る

•カリキュラムに「他者の視点」の組み込む
•複合的アイデンティティの形成を支える

複言語環境の子どもの言語発達のプロセス

相互構築的文化観

ともにルートをひらく「信頼できる他者（渋谷
2013)」
「居場所」づくり



教師・支援者に求められる能力

ミクロ マクロ

理念・認識

実践力

相互構築的言語観
相互構築的文化観
参加論的機会の均等
公教育のミッション

日本語指導の技術
教科指導の技術

子どもに寄り添う

トランスランゲージな
空間の創出

チーム学校

居場所づくり
・関係性づくり

内なるグローバル
化時代の多文化共
生社会のデザイン

学校 地域

カリキュラム・マネジメント


